
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



萬福寺庭園（益田市） 常永寺庭園（山口市） 

萩・石見－東京線の利用者を増やし、地域資源を活用した取組み 
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都市間交流による 

 人の流れの拡大 

川崎市と益田市の文化・スポーツ等の交流 

（平成 19年～、平成 25年覚書締結） 

 ＊青少年のスポーツ交流 

 ＊川崎市「ふれあいサマーキャンプ in益田」（小中学生） 

 ＊益田市の中学生の川崎市への修学旅行 

 ＊益田商工会議所と川崎商工会議所の友好協定（令和元年） 

首都圏から応援す

る「関係人口」によ

る地方への流れの

創出 

 

高津川流域都市交流事業（益田市・津和野町・吉賀町） 
 

 高津川 Ｍａ・Ｔｓｕ・Ｙｏ！プロジェクトと連携 

 高津川流域の食材を食べる交流イベント（日比谷しまね館） 

地域の課題解決に

向けた新たな旅行

商品の造成 

ＡＮＡセールス × おてつたび × 

 ユタラボ（一社 豊かな暮らしラボラトリー） 

山口県や圏域の観

光施設と連携した

新たなキャンペー

ンの展開 

 

「雪舟回廊（島根県、山口県他）」ガーデンツーリズム登録 
 

希代の芸術家・雪舟の世界観を大地に表現した庭園群、雪舟の

足跡を辿る風景を訪れ、その精神世界を広範囲に追体験する

旅の提案。山口市と連携を進め、将来的には周遊コースの実現

を目指します。 

既存スポーツコン

テンツと観光を組

み合わせた誘客促

進 

萩・石見空港マラソン全国大会 

自転車によるまちづくり 

・東京オリンピック・パラリンピック（2021年） 

 アイルランド自転車競技選手団事前キャンプ地 

新

た

な

取

組

み 

日本遺産のまち 

      益田 

中世日本の傑作 益田を味わう 

        ～地方の時代に輝き再び～ 
 

神々や鬼たちが躍動する神話の世界 

        ～石見地域で伝承される神楽～ 

清流高津川を 

活かした取組み 

★映画「高津川」～全国ロードショー展開 

★清流「高津川」～6年ぶり 7回目の水質日本一 

経済と 

 ひとのつながりを 

    守るために 

益田市ニューノーマル宣言（令和 2年 11月 2日） 

 １．イベント・集会の再開 

 ２．市内での飲食の積極的推奨 

 ３．他地域からの誘客促進 

 ４．県外への移動制限の解除 

益田市 

人材育成、持続可能なまちづくり支援

を担う「ユタラボ」。誇りをもってくら

しているひとを取材する「おてつたび」 

雪舟庭園 



萩・石見－東京線の利用者を増やし、地域資源を活用する取組み 
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都市間交流による 

 人の流れの拡大 

浜田開府 400年記念を契機とした都市間交流 

 2019年は浜田藩が開かれて 400年となることから、ゆかりのあ

る都市（埼玉県川越市、三重県松坂市など）との交流を実施。ま

た、全国の浜田さんを浜田市にお迎えし、新たな関係人口の創出

を図った。 

【全国の浜田さんいらっしゃい事業の実績】 

 ・浜田市での宿泊実績   213組 365名 

 ・特別住民票の発行    277名 

 ・浜っ子夏まつり特別観覧 92名   など 

首都圏から応援する

「関係人口」による

地方への流れの創出 

『浜田応援団』の結成 

浜田に愛着のある方、浜田への応援活動を実施していただける

方を対象に『浜田応援団』を結成し、浜田でがんばっている人や

企業の困りごとに対して、知識やスキル、マンパワー提供による

課題解決に向けた「てご（石見地方の方言で手伝うこと）」をし

ていただき、繋がりを作る。 

浜田応援団長 梨田昌孝（浜田市出身、プロ野球解説者） 

 

『浜っ子ＬＩＮＥクラブ』 

 浜田に住んでいる人も浜田を離れている人もどこかで浜田と

繋がってほしいことから、ＬＩＮＥ公式アカウントによる『浜っ

子ＬＩＮＥクラブ』を開始。毎月 1回、イベント情報等を発信。 

地域の課題解決に向

けた新たな旅行商品

の造成 

ＡＮＡセールス × おてつたび × 扇原茶園 

創業 50 年余りの茶園で除草作業のお手伝いをしていただき、

お茶の栽培はもちろん、人と人の繋がりを大事にした交流事業を

実施。 

山口県や圏域の観光

施設と連携した新た

なキャンペーンの展

開 

萩市・長門市・益田市・浜田市の 4市による観光情報の発信 

 ポストコロナを見据えたインバウンド対策のため、ＳＮＳを活

用した観光情報の発信を行い、広域観光の連携強化を図る。 

既存スポーツコンテ

ンツと観光を組み合

わせた誘客促進 

山陰浜田港マリン大橋リレーマラソンの開催 

 2016 年から山陰浜田漁港と眺望美しいマリン大橋を周回する

リレーマラソンを開催しており、全国各地より参加される。 

新

た

な

取

組

み 

利用促進助成 

浜田市萩・石見空港利用促進補助金 

萩・石見空港～羽田空港間の定期便を往復又は片道利用された

浜田市内在住の方、浜田市内に在住する保護者と生計を同一にす

る、浜田市外に居住する大学生・専門学校生を対象に、浜田市共

通商品券を支給し、利用拡大を図る。 

浜田応援団による交

流促進 

修学旅行による交流促進 

浜田市内の中学校の首都圏への修学旅行を推進し、関東圏の企

業経営者との語らいや地元産品の販売活動等を通じて、若年層へ

の地域愛の醸成を図る。また、浜田応援団による都市圏での関係

づくりを検討中。 

・令和元年度：3校 

  ※うち 1校は東京のスーパーにて地元特産の赤梨を販売 

・令和 2年度：3校（3月頃予定） 

浜田市 
 



萩・石見－東京線の利用者を増やし、地域資源を活用する取組み 
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都市間交流による 

 人の流れの拡大 

吉田松陰が結んだ縁から、世田谷区と萩市は、1992年（平成４）

に、商店街を通じて民間交流が始まり、1996年（平成８）には、

友好都市関係を結んだ。 

毎年、松陰の命日である 10月 27日前後に開催される「萩・世

田谷幕末維新祭り」は松陰神社と松陰神社商店街を会場にした、

お祭り。萩市・会津の観光物産展の他、吉田松陰や奇兵隊などの

幕末志士に扮する人々のパレードが行なわれ、萩市商工会議所も

参加している。 

 祭会場では、萩・石見空港の利用促進や、山陰道整備促進のＰ

Ｒも実施。 

地域の課題解決に向

けた新たな旅行商品

の造成 

2020年が世界遺産登録５周年を記念し、世界遺産５資産・博物館

等を訪れ、市内で宿泊、市内商業施設に立ち寄る団体旅行商品の

造成を支援（バス１台あたり１万円助成） 

山口県や圏域の観光

施設と連携した新た

なキャンペーンの展

開 

・萩市が事務局を務める「ながと路観光連絡協議会」において、

加盟６市町に対して、島根県観光連盟の発行する周遊クーポン

「萩・石見ぶらり手形」の対応施設の充実を呼びかけ。 

・山口県内６市と津和野町で構成する山口県中央連携利圏事業に

おける「ゆめ回廊博覧会」事業の開催 

既存スポーツコンテ

ンツと観光を組み合

わせた誘客促進 

道の駅「ゆとりパークたまがわ」を中心とした観光周遊サイクリ

ング（国土交通省の実証実験）実施中 

…道の駅とＪＲ須佐駅を拠点に文化遺産、ジオサイト等の観光資

源を巡る観光周遊サイクリングの仕組みづくりを構築中。今年

の実走実験・利用者アンケートを踏まえ、協議会を開催予定。 

⇒実証実験終了後は、道の駅等でのレンタサイクルの予約受付、

貸出を開始予定。 

 

新

た

な

取

組
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安心安全観光地づく

り事業 

新型コロナウイルスの影響により低迷する観光需要を回復する

ため、安心・安全宣言をされた市内宿泊施設において、1 人 1 泊

5,000 円以上の宿泊をされた方に、市内飲食店・お土産物店・交

通事業者等で利用できる 2,000円分のクーポン券を配布。感染症

対策を講じることで、観光事業者や市民が観光客を安心・安全に

お出迎えし、観光客が安心・安全に観光していただけるよう取り

組む。 

萩 市 
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都市間交流による 

人の流れの拡大 

・津和野町東京事務所を活用した東京都文京区から区内の任意団

体、飲食業関係者等を対象としたモニターツアーの実施 

・東京都文京区において日本三大芋煮イベントを開催し、誘客Ｐ

Ｒを実施 

・東京都からの企業誘致の取り組み実施。 

・津和野高校魅力化事業を通し、首都圏からの学生募集。（首都

圏から津和野高校への入学等実績有。） 

首都圏から応援する

「関係人口」による

地方への流れの創出 

・昨年度、文京区の洋菓子屋が津和野町にも出店したことに伴い

その関係者（食品業者、コンサル等）が首都圏と津和野町を往

来している。またその関係者が益田市においてビール製造業に

着手。出店準備を進めている。 

・東京大学教授グループによる高津川の調査研究事業の実施。 

地域の課題解決に向

けた新たな旅行商品

の造成 

・農泊事業における農業体験を通じた誘客プログラムの実証実験

を実施 

・山口県萩市と津和野町で構成する萩・津和野イメージアップ協

議会における旅行エージェント訪問によるツアー造成の養成

活動を実施 

山口県や圏域の観光

施設と連携した新た

なキャンペーンの展

開 

【山口県の６市と津和野町で構成する山口県央連携都市圏事業

におけるゆめ回廊事業の実施】 

 

既存スポーツコンテ

ンツと観光を組み合

わせた誘客促進 

【東洋大学野球部員による津和野高校野球部への指導】 

 

 

 

 

 

 

 

【文京区の小中学生を対象とした夏季キャンプ】 

６泊７日コース、３泊４日コースの２パターンの実施。高津川

をフィールドしたカヤックや水泳、森の中でのツリーイングな

どスポーツ感覚でのキャンプ。 

新

た

な

取

組
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友好都市の構築 

・札幌市が２年後に市政施行１００周年を迎えるにあたって、初

代札幌市長が津和野町出身者ということもあり、羽田空港をハ

ブとした新しい友好都市関係を構築し、交流事業を開始したい

と考えている。 

津和野町 



萩・石見－東京線の利用者を増やし、地域資源を活用する取組み 
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都市間交流による 

 人の流れの拡大 

・吉賀町大学生交流事業 

 首都圏の大学との連携による、田舎ツーリズム及び吉賀高校との

協働研究を中心とした事業。関係人口拡大と吉賀町への移住・定住

に向けた取り組みを実施している。 

【令和元年度の実施状況】 

①令和元年８月２２日～２６日 

参加者２４名（青山学院大学、法政大学） 

②令和２年２月１２日～１３日 

 参加者１９名（青山学院大学、法政大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【萩・石見空港の利活用】 

大学生の吉賀町来庁、吉賀高校生の東京視察の際に、萩・石見空

港を活用した。（令和元年度 利用者数延べ 85 名、利用席数延べ

168席） 

既存スポーツコン

テンツと観光を組

み合わせた誘客促

進 

真田
さ な だ

サッカーグラウンド活用による学校の合宿誘致。 

新
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澄川喜一氏受章記

念イベント（予定） 

吉賀町・岩国市の名誉町民（市民）である澄川喜一氏の文化勲章受

章を契機とし、岩国市と益田管内の連携による記念イベント等を検

討予定。 

企業誘致ツアー 
首都圏の企業を対象とした吉賀町への企業誘致ツアーを実施する

中で、萩・石見空港の利活用を図る。 

そ

の

他 

運賃助成制度の実

施 

萩・石見、宇部、岩国錦帯橋、広島の 4空港への接続が良い地理的

条件下にある中で、萩・石見空港の利用促進をより一層図るため、

運賃助成制度を実施。 

（吉賀町民の利用に限り、片道 3,000円を助成） 

※令和元年度実績 対象者数延べ 266名、席数延べ 501席 

吉賀町 
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都市間交流による 

 人の流れの拡大 

道の駅に隣接した便利の良いキャンプ場をスノーピーク監修で

来秋オープン。北長門海岸国定公園に属する日本海を展望し、キ

ャンプ用品のレンタル、食材調達には安くて新鮮な農水産物が手

に入る物産直売所、温泉施設もあり、「ながと路観光」周遊の目

的地の一つとして手ぶらキャンプも可能。 

首都圏から応援する

「関係人口」による

地方への流れの創出 

新型コロナの影響もあり、都市圏からの移住や事業所のサテライ

ト移転も増えており、往来の機会も増える。阿武町ではアウトド

アを中心に「コト消費」のコンテンツづくりや圏域の市町が更な

る魅力づくりを行うとともに、ＳＮＳ等を活用した情報発信を行

う。 

地域の課題解決に向

けた新たな旅行商品

の造成 

海や山に恵まれた自然を生かしたアウトドア体験、まちの主要産

業である農林水産業体験、まちの暮らしに触れる体験コンテンツ

などの旅行商品を造成するとともに、来秋オープンのキャンプフ

ィールドに隣接するビジターセンター内の「阿武町版ＤＭＯ」で

誘客の促進を図る。 

山口県や圏域の観光

施設と連携した新た

なキャンペーンの展

開 

阿武町は 1時間圏内に萩・石見空港及び主要な観光地である益田

市、津和野町、萩市、美祢市、長門市がある。道の駅隣接のキャ

ンプ場やビジターセンターを中心に、アウトドア体験や「コト消

費」のコンテンツでの観光連携づくりを行う。 

既存スポーツコンテ

ンツと観光を組み合

わせた誘客促進 

平成３０年から道の駅下の海浜で国体予選を兼ねたＡＢＵスイ

ムラン大会を開催している。回を重ねるたびに参加者や観客が増

えており、今後はトライアスロンへの展開を検討する。 

鳴き砂の清ヶ浜は海水浴のほか、サーフィンやＳＵＰ、シーカヤ

ックなどのマリンスポーツの拠点。道の駅隣接のキャンプ場など

の宿泊施設と併せ、ワーケーションを推進する。 

新

た

な

取

組
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道の駅を核としたま

ちづくりの推進 

・道の駅に隣接し、キャンプ場及びカフェ併設のビジターセンタ

ーを整備 

・清ヶ浜を中心にサーフィン、ＳＵＰ、バナナボート、シーカヤ

ックなどのマリンアクティビティの充実 

・体験型観光コンテンツの造成と充実 

   

阿武町 



益田実証ファーム開所式 

（9月 28日） 
益田フォーラム 2020（11月 3日開催） 

締結式（令和元年 6月 26日） 

萩・石見－東京線の利用者を増やし、 

地域資源を活用した取組み 
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コ

ン

テ

ス

ト

で

提

案

し

た

需

要

喚

起

策

の

取

組

み 

都市間交流による 

 人の流れの拡大 

 

川崎商工会議所との交流 

（令和元年 6月 友好商工会議所覚書締結） 

・組織を通じた交流促進（部会、青年部、女性会） 

・両商工会議所会頭による懇談会の開催 

・共同事業実施に向けた協議 

 

修学旅行での視察受け入れ

先企業の紹介 

（川崎商工会議所を通じて実施） 

首都圏から応援する

「関係人口」による

地方への流れの創出 

 

超異分野学会益田フォーラムの開催（平成 30年より） 

 

圏域の地域資源、または地域課題解決のための独自性のある研究

プロジェクトの創出及び事業化の支援 

・放棄林地を活用した放牧事業 

・ヘルステックモールを拠点とした健康の可視化 

・未利用資源を活用したアグリビジネス 

・ドローンを活用した海ごみ漂着診断 

新

た

な

取

組 

萩・石見空港東京線

利用促進プランコン

テスト 

 

企業・団体・個人から萩・石見空港東京

線の利用促進につながるプランを広く

募集する。受賞者には実際にそのプラ

ンを実施していただく。 

そ

の

他 

萩・石見空港利用 

スキルアップ助成金 

益田商工会議所の会員企業が萩・石見空港を使って試験の受験・

セミナーの受講・展示会等の視察などを行った場合に助成 

（片道利用 5,000円／人、往復利用 10,000円／人） 

益田商工会議所 



羽田発着枠政策コンテスト提案一覧より 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

萩・石見空港利用拡大促進協議会 

 

島根県益田市駅前町１７番１号 

 ☎  ０８５６－２３－０９９０ 

 FAX ０８５６－２３－４６５５ 

 

 

✈ 

浜田市 

益田市 

阿武町 
津和野町 

萩市 
吉賀町 


